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Target〉 在院日数が短縮化される動きのなかで，病気や障害により健康生活の破
綻をきたし医療的治療が必要な患者の重篤化を回避するためのモニタリング
や評価方法を理解するとともに，退院後の生活を見据えたトータルなかかわ
りや回復支援のためのケア方法が理解できる．

Outline〉 病気や障害により健康生活の破綻をきたし医療的治療が必要な患者の
重篤化を回避するためのモニタリングや評価方法を理解するとともに，在院
日数が短縮化されるなかで退院後の生活を見据えたトータルなかかわりや回
復支援のためのケア方法 ·関連する理論について，解説するとともに，資料を
基に討議する．

Keyword〉 重篤化回避技術, 回復促進・支援方法, 超急性期/急性期, モニタリン
グ技術, 生活の再構築

Notice〉 授業には主体的に参加する
Goal〉 在院日数が短縮化される動きのなかで，病気や障害により健康生活の破綻
をきたし医療的治療が必要な患者の重篤化を回避するためのモニタリングや
評価方法を理解するとともに，退院後の生活を見据えたトータルなかかわり
や回復支援のためのケア方法が理解できる．

Schedule〉
1.オリエンテーション
2.現代の保健・医療・福祉システムの中での入院するということ
3.医療的治療が必要な様々な場面での患者の重篤化を回避するためのモニ
タリングについて討議する (その 1)

4.医療的治療が必要な様々な場面での患者の重篤化を回避するためのモニ
タリングについて討議する (その 2)

5.医療的治療が必要な様々な場面での患者の重篤化を回避するためのモニ
タリングと看護師の役割について討議する (その 1)

6.医療的治療が必要な様々な場面での患者の重篤化を回避するためのモニ
タリングと看護師の役割について討議する (その 2)

7.医療的治療が必要な様々な場面での生活活動の客観的な評価
8. .医療的治療が必要な様々な場面での生活活動の客観的な評価について討
議する (その 1)

9. .医療的治療が必要な様々な場面での生活活動の客観的な評価について討
議する (その 2)

10. .医療的治療が必要な様々な場面での生活活動の客観的な評価について討
議する (その 3)

11. .医療的治療が必要な様々な場面での生活活動の客観的な評価について討
議する (その 4)

12.退院後の生活を見据えたトータルなかかわりや回復支援のためのケア方
法について討議する (その 1)

13.退院後の生活を見据えたトータルなかかわりや回復支援のためのケア方
法について討議する (その 2)

14.退院後の生活を見据えたトータルなかかわりや回復支援のためのケア方
法について討議する (その 3)

15.退院後の生活を見据えたトータルなかかわりや回復支援のためのケア方
法について討議する (その 4)

16.レポート作成 ·まとめ
Evaluation Criteria〉 授業への主体的参加の程度とレポートから評価する
Textbook〉 特になし
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216957
Contact〉
⇒ Tamura (+81-88-633-9036, tamura@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
⇒ Ichihara (+81-88-633-9038, ichihara@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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